
ダイムラーとＢＡＳＦは透明有機太陽電池を
ルーフに搭載したＥＶを開発

次世代太陽電池
　
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
太
陽
電
池
。
大
手
石
油
化
学
各
社
は

軽
く
て
、
曲
げ
ら
れ
、
安
く
作
れ
る
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の
実
用
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
従
来
の
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
と
は
異
な
り
、
ガ
ラ
ス
基
板
が
不
要
で
厚
さ

が
１

以
下
と
薄
く
、
折
り
曲
げ
可
能
。
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
は
重
さ
も
ガ
ラ

ス
基
板
を
使
っ
た
結
晶
シ
リ
コ
ン
型
の

分
の
１
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
。
太
陽
光

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
効
率
向
上
が
課
題
だ
が
、
近
い
将
来
、
ビ
ル
や
工
場

の
壁
、
ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
自
動
車
の
車
体
な
ど
に
搭
載
し
た
有

機
薄
膜
太
陽
電
池
の
姿
が
見
ら
れ
そ
う
だ
。

軽
く
薄
く
折
り
曲
げ
可
能
新
材
料
の
開
発
進
む

発電効率・１％達成

太陽電池の世界市場予測

高分子材料を共同開発
未来のＥＶにも搭載へ

変換効率向上に焦点

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
三
菱
化
学
は
光
を
電
気
に

変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効

率
が
５

角
の
試
作
品
で

・
１
％
を
達
成
し
た
有
機

薄
膜
太
陽
電
池
を
開
発
し

た
。
高
分
子
の
有
機
材
料
を

使
っ
た
有
機
薄
膜
太
陽
電
池

は
イ
ン
ク
の
よ
う
に
塗
っ
て

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
く

簡
単
に
量
産
で
き
る
太
陽
電

池
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
変
換
効
率
が
現
在
主
流

の
シ
リ
コ
ン
型
と
比
べ
て
劣

る
の
が
実
用
化
の
壁
。
し
か

し
、
世
界
中
で
開
発
競
争
が

激
化
し
、

年
前
は
数
％
に

す
ぎ
な
か
っ
た
試
作
セ
ル
の

変
換
効
率
が
欧
米
の
大
学
や

企
業
を
中
心
に
次
々
と
更
新

さ
れ
て
き
た
。

　
三
菱
化
学
は
２
年
半
前
に

実
験
設
備
を
導
入
し
本
格
的

な
開
発
に
着
手
し
、
昨
年
は

変
換
効
率
を
７
・
４
％
、
今

春
に
は
同
９
・
２
％
を
達

成
。
６
月
に
は
大
台
の

％

超
え
を
実
現
し
た
。
今
後
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の
向

上
に
向
け
た
改
良
を
進
め
、

２
０
１
３
年
度
に
は
変
換
効

率

％
、

年
度
に
は
同

％
を
目
指
す
。

　

年
度
中
に
は
有
機
薄
膜

太
陽
電
池
の
量
産
試
験
用
工

場

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

ト

を
建
設
す
る
。
数
十
億

円
を
投
じ
て
年
産
１

の

能
力
を
持
つ
設
備
を
新
設

し
、

年
初
頭
に
建
材
メ
ー

カ
ー
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

出
荷
す
る
。
量
産
試
験
工
場

は
ロ
ー
ル
状
に
巻
い
た
フ
ィ

ル
ム
基
板
上
に
有
機
化
合
物

を
塗
布
す
る
「
ロ
ー
ル
・
ツ

ー
・
ロ
ー
ル
方
式
」
を
採

用
。
量
産
方
法
や
採
算
性
、

品
質
な
ど
を
検
証
し
て
、
約

年
間
は
使
用
で
き
る
有
機

薄
膜
太
陽
電
池
を
販
売
す

る
。

年
度
の
本
格
量
産
に

向
け
、
年
産

以
上
の

能
力
を
持
つ
工
場
新
設
を
目

指
す
。

　　　　　　　　
東
京
大
学
と
住
友
化
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
太
陽
光

を
当
て
た
時
に
発
生
す
る
電

流
が
従
来
の
約
１
・
４
倍
の

１
平
方

当
た
り

を
示
す
有
機
薄
膜
太
陽
電
池

の
新
た
な
材
料
を
開
発
し

た
。
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の

材
料
と
し
て
は
世
界
最
大
値

に
な
る
と
い
う
。
有
機
薄
膜

太
陽
電
池
の
実
用
化
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
変
換
効
率
の

改
善
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
開
発
し
た
の
は
高
分
子
材

料
で
、
分
子
構
造
は
非
公

表
。
従
来
の
材
料
で
は
吸
収

で
き
な
か
っ
た
８
０
０

―

１
０
０
０

の
波
長
の
太

陽
光
を
電
流
に
変
換
で
き
る

た
め
、
電
流
値
が
大
幅
に
上

が
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
有
機

薄
膜
太
陽
電
池
の
材
料
の
最

高
値
は
１
平
方

当
た
り

と
さ
れ
る
。

　
新
材
料
を
使
っ
て
セ
ル
を

試
作
し
た
と
こ
ろ
、
変
換
効

率
は
４
・
８
％
だ
っ
た
。
変

換
効
率
は
電
流
の
ほ
か
に
、

電
圧
な
ど
に
も
左
右
さ
れ

る
。
新
材
料
の
電
圧
は
従
来

の
材
料
よ
り
低
い
た
め
、
変

換
効
率
は
従
来
と
比
べ
劣
っ

た
。
今
後
、
新
材
料
の
分
子

構
造
を
ベ
ー
ス
に
改
良
を
進

め
、
電
圧
な
ど
の
向
上
も
図

る
。

　　　　　　　　
ド
イ
ツ
の
自
動
車
大
手
ダ

イ
ム
ラ
ー
と
化
学
大
手
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｆ
は
９
月
に
開
か
れ
た
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
で
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
コ
ン
セ
プ
ト
カ

ー
「
ス
マ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。
有

機
化
学
ベ
ー
ス
の
透
明
有
機

太
陽
電
池
を
ル
ー
フ
に
取
り

付
け
た
の
が
大
き
な
特
徴

だ
。

　
同
モ
デ
ル
は
透
明
有
機
太

陽
電
池
だ
け
で
は
な
く
、
重

い
金
属
部
品
と
比
較
し
て

も
、
機
能
性
や
安
定
性
で
劣

ら
な
い
複
合
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

材
料
を
使
用
。
シ
ャ
シ
ー
な

ど
の
耐
力
部
品
を
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
置
き
換
え

た
。
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
が
開
発
し
た

高
機
能
素
材
を
原
料
と
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ホ
イ
ー
ル

を
採
用
し
た
こ
と
で
最
大

％
の
軽
量
化
が
可
能
と
い

う
。

　
暖
房
・
空
調
シ
ス
テ
ム
で

も
熱
放
射
を
反
射
さ
せ
る
ウ

イ
ン
ド
ー
の
ポ
リ
マ
ー
薄
膜

や
高
性
能
の
断
熱
材
を
用
い

た
画
期
的
な
温
度
管
理
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
。

　
今
後
、
普
及
が
見
込
め
る

Ｅ
Ｖ
は
軽
量
化
が
進
め
ば
駆

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
な

り
、
走
行
距
離
も
長
く
な

る
。
太
陽
電
池
で
発
電
を
可

能
に
す
れ
ば
、
よ
り
長
距
離

の
走
行
が
可
能
と
な
る
。
Ｅ

Ｖ
の
性
能
と
経
済
性
を
支
え

る
素
材
開
発
は
、
化
学
各
社

の
技
術
力
が
カ
ギ
を
握
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。


